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例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   門前 庄次郎 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事   田中 正躬 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長    黒木 正人  

                               

 

   インスピレーションになろう 

｢おなじ星を見ていた - ギアリンクスの架ける虹 -｣より 

早春の大地    内田 新哉 

高山西ロータリークラブ 

お祝い・義務教育９ヵ年皆出席表彰 

＜会長の時間＞ 
先週日曜日「第 71 回ソフトミニバレ

ーボール選手権」の大会が有りました。

選手として参加された皆様ご苦労様で

した。また朝早くから応援に来て頂いた

方も有り、会報の黒木委員長には一日付

き合って頂き有り難く思っております。

我がチームは1試合勝つのが悲願でしたが、１試合どころか２勝も

上げ大躍進でございました。ただ交流戦の中でしたから次回は本選

で勝って頂きたいなと思っています。でもホントにうまくなりまし

た。次回は期待できると思います。 

さて、本日は日枝中学校の石原校長先生に来て頂いております。

後ほど学校や今の教育現場などについてお話頂けると思っていま

す。宜しくお願いします。 

私事ですが、小さい頃から家は変わりませんが母校は松倉中学校

でした。でも花里小学校が出来た事により校区が少し動きまして私

の子ども達は日枝中学校にお世話になりました。その頃よりPTAや

主任児童委員を長くやらせて頂いておりましたので、チョコチョコ

学校にお邪魔しており今では私も日枝中学校が母校の様な気がし

ております。そんな日枝中学校の校長先生が私の会長の時に来て頂

いて、お話をして頂けるのも何か縁を感じ、嬉しく思持っています。 

ここの処は年に数回しか学校にお邪魔する事は有りませんが、生

徒達を見ますと真面目に物事に取り組んでいるなと感じます。勉強

は勿論でしょうけど、部活や生徒会の事、掃除など一生懸命やって

います。また学校へ行ったとき、しっかり挨拶をしてくれます。少

し前は学校では挨拶出来るけど外ではなかなか出来ない、そんな感

じがしましたが今はしっかり出来る様に思います。 

先日こんなことが有りました。私が車で家から出ようとした時、

ちょうど中学生くらいの子たちが7・8 人通りかかりました。お互

い立ち止まりましたので、私が先にどうぞとしぐさをすると、一人

一人がお辞儀しながら中には言葉に出してお礼を言う子もいまし

た。その時子ども達は私服だったのでどこの学校か分りませんでし

たが、きっと日枝中の生徒だと思います。 

もちろんそんな子達ばかりでなく、きっと問題も有ったり、少し

やんちゃな子も居ると思います。 

でも中学生の時は心も体も一番成長する多感な時期だと思いま

す。いろんなことが有っていいと思いますし、回り道しながら成長

してくれればいい様に思います。そして石原先生の様な良い先生方

も付いて頂いていますので大丈夫だと思います。たまに学校にお邪

魔しますとそんな事を思います。 

そして今回初めて学校にお邪魔して「九カ年皆出席表彰」をさせ

て頂きます。11 名の方に行って頂きますが、しっかり生徒達を激

励して来て頂く事をお願いし、会長の時間とします。 

 

 

 

＜幹事報告＞  

◎国際ロータリー日本事務局 より 

 ・ポールハリスフェロー認証状 

および徽章  長瀬 達三 さんへ 

◎ＲＩ日本事務局より 

 ・3月のロータリーレートについて  

１ドル 110円（現行どおり） 

◎ガバナー・ガバナーエレクトより 

・国際ロータリー第2630地区2019年地区研修・協議会開催のご通知 

日    時  4月14日(日)  点鐘13：00 終了16：50 

会     場  三重県総合文化センター 

出席義務者    会長ｴﾚｸﾄ、次期幹事、次期会計、次期ﾛｰﾀﾘｰ 

情報委員長、次期職業奉仕委員長、次期雑誌 

広報委員長、次期会員増強委員長、次期社会 

奉仕委員長、次期環境保全委員長、次期国際 

奉仕委員長、次期青少年奉仕委員長、次期ｲﾝ 

ﾀｰｱｸﾄ委員長、次期ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長、次期米 

山奨学委員長、(H29.1.1以降入会の) 新会員 

◎ガバナー、地区大会実行委員長より 

・地区大会記録誌 

＜受贈誌＞ 

(株)オクトン（ロータリーカタログ2019）  

 

 

＜出席報告＞ 

 

 

＜本日のプログラム＞   お祝い 
◎会員誕生日、夫人誕生日          なし  

◎結婚記念日  阪下 六代 ３．  ９、住田 泰典  ３．２、 

        黒木 正人  ３．２０ 

◎出席表彰       

 

（当日欠席） 

大村 貴之 

７年 

 

 

 

 

               塚本 直人 ７年            堺 和信 ５年         

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 休会 のため 補正 ありま せん 

本日 32名 － 32名 40名 80.00％ 
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◎在籍周年記念表彰 

   堺 和信  １５年 

      

◎３ヶ月表彰 

・大村 貴之 ・萱垣 敬慈  ・堺 和信 

・田近   毅 ・塚本 直人 

 

 

青少年育成委員会   

委員長   田中 晶洋 

本日の例会は、青少年育成員会担当例会

です。継続29年となりました『義務教育9

カ年皆出席表彰』を行います。合併前は例

会場に該当生徒さんをお招きして、会長か

ら表彰状を直接授与していましたが、合併後からはそれぞれの学校

で、校長先生からお渡しいただいていました。しかし本年は11名

の会員の皆様にご協力いただき、該当9校の3月4日（月）の修了

式の場にて各々の生徒さんへ授与する運びとなりました。 

今年は高山市全12中学校中9校、39名の生徒さんが皆出席を達

成されました。 

朝  日   1名 … 水橋 侑太郎 

清 見  1名 … 中道 天介 

久々野  1名 … 松山 奈央 

中  山  7名  … 櫻本 彩芽、中島 杏実、宮川 鈴加、福田 圭梧、 

山之下 亜里紗、飯山 美和、小山 葵 

丹生川  2名   … 荒井 貫介、水﨑 ゆず 

日  枝  9名   … 鍛冶谷 朱里、土井 愛月、松本 千聡、 

高綱 彩音、三橋 美友、横山 桃野佳、 

金子 創太、田中 春陽、古畑 真聖 

東  山  12名 …  岡田 京悟、長澤 拳、陣出 萌衣、竹淵 海音 

西 希愛、柳瀨 泰成、山ノ内 詢、大下 莉穂 

谷腰 紗弓、堀之内 佑月、三島 百花、山ノ内 楓 

北 稜  1名 … 三木 杏奈 

松  倉  5名  … 三本 亜弥美、池本 一博、田和 茉優、 

美素 利香、若田 稔梨 

（敬称略） 

本日は代表生徒さん分のみ校長会の

中学代表、日枝中の石川校長先生に代理

授与させていただきます。 

 

では本日ご講話いただきます高山市

小中学校長会 中学校長会長 日枝中

学校長 石原 嘉和先生をご紹介します。

石原先生は昭和34年生まれ。社会科教諭、サッカー部顧問として

30代前半を東山中学校、30代後半を中山中学校でお勤めになりま

した。その後松倉中学教頭、飛騨教育事務所、岐阜県教育委員会等

を経て、現在日枝中学校長として2年目でいらっしゃいます。よろ

しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育の「不易」を大切に 

高山市小中学校長会 中学代表 日枝中学校長 石原 嘉和 先生 

 今年度もまた、高山市内の中学3年生を対象にして義務教育９ヵ

年の皆勤表彰をしていただくこととなりました。中学校校長会を代

表して感謝とお礼を申し上げます。 

 さて、時代の変化に伴って変えていかなければならない事は沢山

ありますが、本日は、時代は変わろうとも変えてはいけない「不易」

ということについて、極々簡単にお話したいと思います。 

日枝中でも、年間を通して様々な体験学習を行っています。これ

らは（体験学習の様子）すべてキャリア教育と言っていいと思いま

す。地域の大人やその道の達人から学んでいます。この子たちが大

人になって、皆さんのように社会を背負って立つようになるのは２

０年後、３０年後で、21 世紀も半ばにさしかかった頃です。その

時代がどうなっているのかをデ－タで見てみましょう。 

少子高齢化はどんどん進行しています。2030 年には、65歳以上

の割合は総人口の３割に達し、2050 年には、日本の人口は一億人

を割って9700万人となり、そのうち65歳以上が約3800万人で総

人口の４割に達します。なんと5人に2人が高齢者です。さらに、

2030年の生産年齢人口は、現在の63.8%から58%にまで減少すると

見込まれていますし、世界の GDP に占める日本の割合は、現在の

5.8%から3.4%に低下するという予測もあります。 

また、アメリカの研究者の分析ですが、現在の子どもたちの65%

は、将来今は存在していない職業に就くと報告していますし、今後

10年～20年程度で今ある半数の仕事がAIなどにとって変わられ自

動化される可能性が高いと予測しています。 

「将来なりたい職業」（13才のハローワーク）ベスト100を見る

と、私たちにはなじみのない職業がいくつか見られます。また、消

えてなくなる職業リストもこのようなものが見られます。 

その他にも、環境問題や加速度的な科学技術の進歩、グローバリ

ゼーションや自然災害など、今の時代は「変動性」「不確実性」「複

雑性」「曖昧性」の時代と言われています。 

この時代を、それぞれの頭文字をとって「VUCA の時代」などと

も呼んでいます。「教育→仕事→引退」というこれまでの「一斉行

進スタイル」はあと10年もすればなくなると言われています。人

生100年時代も到来し、私たちのライフスタイルや働き方は大きく

様変わりしていきます。 

こうした時代を生きていく子どもたちにどんな教育が求められ

ているのか、その中でキャリア教育はどうなのかということを考え

ていかなければならないということです。 

時代は加速度的な勢いで変化していきますが、キャリア教育にお

ける「不易」、つまり変化してはいけないものを見失ってはならな

いと思うわけです。 

 この「不易」とは何かを考える上で、先日日枝中学校の三年生を

送る会で「私の決意」と題して意見発表をした生徒の作文の一部を

紹介させていただきます。 
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私は去年の夏休みに看護体験をしました。手術室を見たり、回診

をしたりと、貴重な体験をさせていただきました。その中で一番心

に残っていることは、手のリハビリをしているお婆さんと折紙をし

たことです。分かりやすいようにお手本を見せながら折ることを心

がけました。完成した時のお婆さんの嬉しそうな笑顔を見て、私も

嬉しくなりました。心が温かくなりました。私はその時、人をいた

わる大切さを知りました。 

私は卒業し、自分の力で自分の道を歩んでいきます。看護師にな

るまでも、なってからも、辛いことや悩むことが必ずあると思いま

す。不安で眠れない日もあると思います。でも負けません。絶対に

乗り越えます。私は高山が大好きです。１５年私を見守ってくれた、

育ててくれた高山。そんな故郷に恩返しがしたい。高山は高齢化が

進んでおり、けがや病気で苦しんでいる患者さんが多くいると聞き

ます。患者さんに寄り添い、心の傷まで理解できる、温かい心をも

った看護師になります。 

 

「十五才の決意は生涯を貫く」という言葉がありますが、純粋で

真っ直ぐに、そして強い芯をもって、将来を見据えていることに私

は感動しました。中学生ですでに看護師になるという具体的な決意

をしているからではありません。彼女の文章から読み取れる彼女の

人格と言いますか、人間性の育ちに驚かされたからです。看護体験

を通して、彼女の心に沁みこんだ「人をいたわる大切さ」、「負けま

せん。絶対乗り越えます」という強さ、「故郷に恩返しをしたい」

「心の傷まで理解できる温かい心」これらは、必ず生涯を貫く彼女

の生き方に繋がるに違いありません。たとえ万が一に看護師ではな

く別の道に進んでも、彼女の生涯を貫く生き方となり、彼女の人格

を形成していきます。キャリア教育で何を学んでいるかと言うと、

どの職業へ進もうともそこで必ず通用する人としての「生き方」を

学び、それを自らの人格形成に繋げているのです。 

人格の完成こそが教育の究極の目標です。教育基本法第一条に、

そのことは明記してあります。難しい年頃になっている子どもたち

ですが、とりわけ思春期にある中学生に対しては、人間としての生

き方、大人の生き方に憧れを持たせることが、明日への希望を抱か

せることに繋がります。 

どの子もみな、働くことの喜びや難しさ、そして人間として生き

ることの値打ちを何に見出すのかを求めています。AI 社会になっ

ていくからこそ、より人間的な感性や考え方が重要になってくる時

代だともいえます。 

どうかみなさんも、時代は変わっても、大人として、職業人とし

て、人としての生き方を育む視点を大切にしたキャリア教育に、こ

れからも引き続きお力を貸していただければ大変有難いことだと

思っております。これからもよろしくお願いします。 

９年間の皆勤賞も、その子の生涯を貫く誇りとして人格形成に強

く繋がっていることに感謝申し上げ、終わりにいたします。 

 
 
 
＜ニコニコボックス＞ 
●門前 庄次郎さん、田中 正躬さん 

本日ゲストとしてお越しいただきました高山市小中学校校長会中

学代表 日枝中学校長 石原 嘉和 先生、お忙しい中ようこそお越し

頂きました。卓話を楽しみにしています。宜しくお願いします。先

週日曜日、第７１回ソフトミニバレーボール選手権大会が有りまし

た。選手として参加頂きました皆様ご苦労様でした。悲願の１勝の

みならず2勝もし、大躍進でした。今後が楽しみです。また応援に

来ていただきました皆様にも、忙しい中有難うございました。 

 

 

●大村 貴之さん  

2/24に行われました｢第71回高山西ロータリークラブ杯争奪高山 

市ソフトミニバレーボール選手権大会｣に選手参加した塚本さん、 

井上さん、山下さん、中林さん、お疲れ様でした。交流戦ではあり 

ましたが、見事勝利を収めることが出来ました。応援に駆け付けて 

頂きました会員の皆様、本当にありがとうございました。  

●田中 晶洋さん  

高山市小中学校校長会中学代表 日枝中学校長 石原 嘉和先生のご 

来訪を歓迎致します。本日は卓話宜しくお願い致します。また、来 

週の月曜日は修了式に9ヵ年表彰でお世話になります。宜しくお願 

い致します。 

●挟土 貞吉 さん  

｢義務教育9ヵ年皆勤祝す｣今年表彰される39名の皆さんは、今日 

まで己と闘い、風雪に耐え、病に負けず、親の愛を受けての通学、 

9ヵ年皆勤おめでとう。平成年度トータル652名の皆さんにも敬意 

を払い心より良くやったと褒めてやりたい。「継続は力なり」です。 

まだ人生最初の通過点であるが、この培った強い精神力をもって今 

後待ち受けるであろう艱難辛苦を乗り越え、次なる夢、目標に向か 

って挑戦し、挫けず羽ばたく事間違いなしと固く信じています。私 

事ですが皆勤の皆さんを褒め称え、平成最後のこの年、自分の喜び 

も兼ね副賞を準備し皆さんに手渡そうと秘かに思っていましたが、 

断念せよとの事ですので、このニコニコ原稿をもって労いの言葉と 

いたします。頑張って下さい。  

●遠藤 隆浩さん、垣内 秀文さん 

本日、次期の委員会名簿を出させて頂きました。会員数が少なく役 

割分担するのにかなり悩みました。一人三役の方もありご苦労をお 

かけすると思いますが、何卒ロータリーの友情に免じてご容赦下さ 

い。来期この体制で何とか頑張りたいと思いますので、どうぞよろ 

しくお願いします。 

●鴻野 幸泰さん  

本日鴻野旅館の弁当をご利用いただき誠にありがとうございます。 

●伊藤 松寿さん  

本日午前中、母校の斐太高校の卒業式に参列してきました。有斐会 

会長として祝辞を述べて参りました。今年は276名の卒業生が斐太 

高校を巣立ちました。おめでとうございます。 

●蒲 優祐さん  

今月のガバナー月信の新入会員として写真が掲載されました。どう 

ぞこれからよろしくお願いします。 

●伊藤 松寿さん､米澤 久二さん､下屋 勝比古さん､新井 典仁さん､ 

黒木 正人さん 

2/24 ソフトミニバレー

ボール大会「チームはぐ

るま」連勝おめで 

とうございます!!試合

お疲れ様でした!! 
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